
Ｃ

Ｏ

Ｎ

Ｔ

Ｅ

Ｎ

Ｔ

Ｓ

・

村

納

税

納

付

の

尽

力

に

感

謝

一

人

権

擁

護

委

員

表

彰

一

ト

マ

ト

目

ぞ

ろ

え

会

一

消

防

団

合

同

観

閲

式

・

飼
い
主
の
皆
さ
ん
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

●
カ

メ

ラ

ア

イ

・

川

柳

北

緯

甘

一

保

健

コ

ー

ナ

ー

一

福

祉

サ

ー

ビ

ス
紹

介

一

お

知

ら

せ

情

報

局

一

行

事

予

定

●
み

～

つ
け

た

・

戸

籍

の

窓

口
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よもぎた

心地よい汗を流して



広報よもぎた

村
納
税
納
付
の
尽
力
に
感
謝
！

蓬
田
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
総
会
が
、
六
月
二
十
六
日
、

村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
喜
一
会
長
が
「
本
日
の

総
会
を
機
に
、
納
税
貯
蓄
組
合

の
必
要
性
を
再
確
認
し
、
全
組

合
が
納
期
内
完
納
を
め
ざ
し
ま

し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
蓬
田
村
長
（
坂
本

昭
巳
助
役
代
理
出
席
）
等

が
祝

辞
を
述

べ
ま
し

た
。

議
事
に
入
り
、
平
成
九
年
度

事
業
計
画
、
収
支
予
算
（
案
）

な
ど
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
役
員
改
選
で
は
次

の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

会
　
長
　
佐
藤
　
喜
二
　
（
再
）

副
会
長

青
木

豊
治
（
こ

”
　
　
津
嶋
　

良
一
　（
新
）

理
　

事
　

坂
本
三
千
雄
（
再
）

”
　
　
吉
田

虎
雄
（
こ

”
　
　

泉
谷

俊
逸
（
二

”
　
　
小
鹿
　

鶴
男
（
二

”
　
　

吉
崎

良
一
（
こ

理
　

事
　

中
川
亮
一
郎
（
再
）

”
　
　

越
田
　

源
策
（
新
）

″
　

越
田
　

久
治
（
こ

″
　
　
田
中
　
　

博
（
再
）

”
　
　

柿
崎
　

政
雄
（
新
）

”
　
　
石
山
　

清
吉
（
こ

監
　

事
　

八
幡
　

貞
雄
（
再
）

”
　
　

森
　

繁
春
（

言

納

税

功

労

者

表

彰

（
敬
称
略
）

▼
青
森
県
税
事
務
所
長
表
彰

▼
青
森
税
務
署
長
感
謝
状

中川亮一郎

(郷　沢)

昭
和
五
十
六
年
一
月
よ
り
単

位
組
合
長
並
び
に
村
納
貯
連
の

理
事
と
し
て
納
税
貯
蓄
組
合
の

普
及
発
展
及
び
納
税
道
義
の
高

揚
に
努
め
ら
れ
税
務
行
政
に
寄

与

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

▼
青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
表
彰

泉谷　俊逸

(長　科)

昭
和
四
十
七
年
一
月
よ
り
単

位
組
合
長
。
昭
和
六
十
三
年
六

月
か
ら
村
納
貯
連
の
理
事
と
し

て
、
村
連
合
会
の
発
展
と
組
合

員
の
育
成
指
導
及
び
納
税
思
想

の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
た
。

▼
青
森
地
区
支
部
長
表
彰

青木　　滋

(阿弥陀川)

昭
和
五
十
五
年
六
月
よ
り
単

位
組
合
長
。
日
夜
早
期
完
納
と

納
税
思
想
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

納税納付の尽力に感謝●2

納
税
組
合
へ
の
加
入
率
は

7
5
％
で
す

（
平
成
9
年
4
月
現
在
）



人
権
擁
護
活
動
で

表
彰
さ
れ
る

表彰された鈴木さんと田中さん

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長
く

務
め
て
い
る
、
田
中
孝
光
さ
ん

と
鈴
木
キ
ヌ
エ
さ
ん
の
お
二
人

は
、
六
月
二
日
県
人
権
擁
護
委

員
会
総
会
の
席
で
、
法
務
局
長

表
彰
を
受
彰
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
は
地

味
で
あ
り
ま
す
が
、
人
権
の
擁

護
と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
が

ま
す
ま
す
大
事
な
こ
の
時
期
に

受
彰
さ
れ
た
お
二
人
は
、
今
後

と
も
村
民
の
悩
み
ご
と
等
の
相

談
窓
口
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

毎

日

の

生

活

で

お

困

り

の

と

き

は

、

次

の

と

こ

ろ

へ

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

相

談

は

無

料

で

秘

密

は

厳

守

し

ま

す

。

▼

青

森

地

方

法

務

局

a
0
1
7
7

－
7
6
－

６

２

３

↑
上

▼

人

権

擁

護

委

員

・

張

間

三

千

男

（
長
　
　

科

）

’

容
2
7
1
n
乙
λ
咥
９
‥）
り
乙

・
鈴
木
キ
ヌ
エ
（
阿
弥
陀
川
）

昔
2
7
－
（
‥／Ｘ
Ｉ

Ｑ
乙
工

・

田

中
　

孝

光

（

広
　
　

瀬

）

容
2
7
1
0
乙
Ｑｕ
冖ｎ
）【
ソ
‥】

桃
太
郎
ト
マ
ト
の
出
荷
が
始

ま
っ
た
七
月
七
日
、
村
農
協
で

は
、
ト
マ
ト
の
目
ぞ
ろ
え
会
を

行
い
ま
し
た
。

会
場
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に

は
、
ト
マ
ト
栽
培
農
家
約
六
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の

東
京
神
田
青
果
市
場
、
笠
原
勉

野
菜
部
課
長
が
出
荷
基
準
や
選

果
、
規
格
な
ど
に
つ
い
て
の
指

導
か
お
り
、
参
加
者
は
、
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

ま
た
、
市
場
動
向
、
市
況
見

通
し

の
説
明
で
、
「
七
月
現
在
、

関
東
産
の
出
荷
が
終
盤
を
迎
え

て
い
る
。
仲
卸
業
者
か
ら
は
、

蓬
田
産
ト
マ
ト
に
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
厳
し
く
吟
味
し

た
、
味
の
良
い
ト
マ
ト
を
出
荷

し
、
昨
年
の
価
格
低
迷
を
ば
ん

回
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

トマト選果場

3 ●人権擁護委員表彰ノトマト目ぞろえ会

桃
太
郎
ト
マ
ト
　
出
荷
目
ぞ
ろ
え
会



蓬田村
蟹田町
消防団合同観閲式

広報よもぎた

六
月
二
十
七

日

（
金
）
、

蟹

田
町
陸
上
競
技
場
を
主
会
場
に
、

蓬
田
村
・
蟹
田
町
消
防
団
合
同

観
閲
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

宮
本
勉
蟹
田
町
消
防
団
長
の

総
指
揮
の
も
と
整
列
し
た
団
員
、

婦
人
消
防
協
力
隊
三
百
五
十
人

は
、
殉
職
消
防
団
員
へ
の
黙
と

う
、
検
閲
、
分
列
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
蟹
田
漁
港
広
場
で
は

機
械
器
具
点
検
、
赤
、
黄
、
青
、

緑
の
水
を
使
っ
た
色
鮮
や
か
な

放
水

が
行
わ
れ
、
観
覧
者
か
ら

大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

◇
消
防
庁
長
官
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長
　
　

張
間
　

市
郎

◇
青
森
県
知
事
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

分
団
長
　
　

工
藤
　

修
治

分
団
長
　
　

藤
田
　

修
一

副
分
団
長
　
　
吉
田
　
常
逸

班
　
長
　
　

坂
本
　
宏
孝

◇
日
本
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
功
　
績
　
章

副
団
長
　
　
越
田
　
悦
夫

・
精
　
績
　
章

副
団
長
　
　
高
田
　
重
義

◇
青
森
県
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
表
彰

蓬

田

村

消

防

団

・
勤
　
功
　
章

分
団
長
　
　

杢
尸
　
準
悦

分
団
長
　
　

藤
田
　
修
一

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
）

分
団
長
　
　
工
藤
　
修
治

分
団
長
　
　

藤
田
　
修
一

副
分
団
長
　
　
吉
田
　
常
逸

班
　
長
　
　

坂
本
　
宏
孝

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
年
）

部
　
長
　
　

小
鹿
　
正
博

班
　
長
　
　
松
本
　
武
秋

・
永
年
勤
続
章
（
十
五
年
）

団
　
員
　
　
三
上
　
範
夫

団
　
員
　
　
松
本
　
龍
平

団
　
員
　
　
張
間
　
　
基

団
　
員
　
　
工
藤
　
幸
司

団
　
員
　
　
川
内
　
俊
彦

団
　
員
　
　
小
松
　
國
光

団
　
員
　
　

青
木
　
清
光

団
　
員
　
　
三
上
永
久
男

団
　
員
　
　

武
井
　
一
麿

団
　
員
　
　

吉
崎
　
治
八

団
　
員
　
　
中
川
　
　

尊

団
　

員
　
　

久
慈
　
　

要

団
　

員
　
　

佐
井
　

克
春

・
永
年
勤
続
章
（
十
年
）

団
　

員
　
　

天
内
　

勝
明

団
　

員
　
　

八
幡
　

秀
美

◇
青
森
県
消
防
協
会

東
青
支
部
長
表
彰

団
　

員
　
　

吉
田
　
　

聡

団
　

員
　
　

堀
　
　

清
文

団
　

員
　
　

三
浦
　

辰
彦

団
　

員
　
　

佐
井
　

徳
清

団
　

員
　
　

津
島
　

博
文

団
　

員
　
　

木
村
　

義
則

団
　

員
　
　

高
田
　

昭
治

団
　

員
　
　

山
舘
　

忠
則

団
　

員
　
　

久
慈
　
　

司

団
　

員
　
　

八
幡
　

希
悦

◇
団
長
表
彰

団
　

員
　
　

高
松
　

直
樹

団
　

員
　
　

松
本
　

正
紀

団
　

員
　
　

川
内
　

義
光

団
　

員
　
　

木
村
　

眞
司

団
　

員
　

福
井
　

英
一

団
　

員
　

越
田
　

勇
一

団
　

昌（
　

柿
崎
　

健
一

団
　

員
　
　

八
幡
　
　

晃

◇
村
長
表
彰

・
村
　

長
　

章

部
　

長
　
　

小
鹿
　

正
博

班
　

長
　
　

松
本
　

武
秋

◇
金
一
封

蓬
田
村
婦
人
消
防
協
力
隊

乙
牧
弥
咯
Ｊ

消防団合同観閲式● ４



人
と
犬
と
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

ふ
ん
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す

●

飼

い

主

の

皆

さ

ん

マ

ナ

ー

を

守

っ

て

／

近
ご
ろ
、
村
内
で
犬
を
飼
う

方
が
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
度
の
登
録
数
は
、

二
百
三
十
八
頭
、
前
年
度
よ
り

十
二
頭
増
え
て
い
ま
す
。

役
場
に
も
、
犬
の
ふ
ん
害
や

放
し
飼
い
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
公
園
や

道
端
を
散
歩
さ
せ

る
時
は
、
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
、
犬
の
ふ
ん
の

後
始
末
を
必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
、
実
行

す
れ
ば
、
き
っ
と
住
み
よ
い
環

境
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

●

登

録

と

注

射

を

忘
れ
ず
に
！

皆
さ
ん
が
飼
育
し
て
い
る
犬

の
登
録
は
、
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
、
生

涯
一
回
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
後
三
ヵ
月
以
上
の

犬
に
は
、
毎
年
一
回
、
狂
犬
病

予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

※
次
回
の
予
防
注
射
は
、
九
月

二
十
六
日
の
予
定
で
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
（
内
線
２
３
２
）
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●

飼

い

始

め

た

ら

最
後
ま
で
！

「
う
わ
ー
、
か
わ
い
い
」
「
大

好
き
」
。
そ
ん
な
単
純
な
動
機

で
犬
や
猫
を
飼
う
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
動
物
を
飼
う
と
い

う
こ
と
は
、
家
族
が
一
人
増
え

る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
飼
い
主

が
責
任
を
も
っ
て
、
最
後
ま
で

面
倒
を
み
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
す
。
飼
う
前
に
冷
静
に
な
っ

て
、
世
話
を
す
る
こ
と
の
で
き

る
状
態
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
世
話
を
す

る
と
い
う
の
は
、
た
だ
単
に
飼

う
場
所
が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

動
物
を
飼
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
ア

ク
シ
デ
ン
ト
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
と
き
に
対
応
で
き
る

か
ど
う
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し
の
人

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

5 ●飼い主の皆さんマナーを守って

飼
い
犬
に
係
る
義
務
に
違
反

す
る
と
次
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

・
登
録
義
務
違
反

⊇
一
万
円
以
下

の
罰
金
）

・
予
防
注
射
義
務
違
反

⊇
一
万
円
以
下

の
罰
金
）

・
係
留
義
務
違
反

二

万
円
以
下

の
罰
金
）



カメラ ア　イ

６ 月29日、十和田湖町、蔦温泉の蔦沼自然探究

路で、村民健康ウォークを行いました。

ウォークは、国民健康保険、健康づくり推進事

業の一環として、自然に触れながら歩くことで、

日ごろの運動不足を解消し、健康増進を図り、歩

く習慣を身にっけることを目的に実施し、今年で

５回を数えました。

参加者（56名）は、沼をめぐりながら新緑のブ

ナ林に囲まれた歩道を約１時間かけて心地よい汗

を流しながらも全員完歩しました。

そのあとは、蔦温泉でヒバの湯船にっかり、疲

れをいやしました。

村民健康ウォーク

村老人スポーツ大会

カメラアイ●6　

広報よもぎた

７ 月９日、農業者トレーニングセンターで、第

11回村老人スポーツ大会が行われました。

午前10時から始まった大会には、村内７つの老

人クラブ員、約200名が参加し、 パン食い競走や

タイヤころがしなど10種目の競技に熱戦を繰り広

げました。

競技結果は次のとおりです。

・優勝　長　科　長寿会

・２位　郷　沢　祝寿会

・３位　瀬辺地　福寿会

・３位　広　瀬　松寿会

また、７月３日開催されたゲートボール大会は、

４チームのリーグ戦で行われ、優勝が中沢チーム、

２位蓬田チーム、３位長科チームでした。



幼稚園・保育所合同運動会

７ 月５日、幼稚園・保育所合同運動会が

行われました。

子どもも親、おじいちゃん、おばあちゃ

んも心待ちにしていた運動会ですが、雨天

のため、トレーニングセンターでの開催に

なりました。

それでも、子どもたちは、日ごろ練習し

た踊りや徒競走に一生懸命頑張り、館内に

は、歓声がこだましていました。

愛の献血ありがとう

６ 月18日、県赤十字血液センターの

巡回車が村を訪れ、役場前で献血を行

いました。

今年度第１回目の献血には、村内外、

56名の皆さんより、400m^30本、200畄

26本のご協力をいただきました。

善意の献血ありがとうございました。

次回は、11月４日に成分献血を行な

う予定です。

きれいなお花をありがとう

長科地区の睦フラワー（張間みきゑ会長、

会員 ６名）の皆さんが、昨年に引き続 きフ

ラワーポットを、役場、中央 公民 館、 垂5便

局、海水浴場トイレ前に飾ってくれました。

「‾ペチュニア」匚マ リーゴ ールド」「 サルビ

ア」「イ ンパチェ ンス」 の花がこれか ら秋

まで来訪者の目を楽しませてくれます。

さ
け

一一

鮭
四
年
　

母
な
る
川
に
　

我
が
子
生
む
　
　
　
　

勝
　

美

う
わさ

一
美
人
妻
　

と
か
く
噂
の
　
種
に
な
る
　
　
　
　
　

お
　

富

・
種
も
み
に
　
今
年
は
十
俵
　
言
い
聞
か
せ
　
　
　
千
恵
子

だ
く
さん

一
子
沢
山
　

苦
労
の
種
も
　

さ
ま
ざ
ま
に
　
　
　
　

藤
　

久

一
噂
の
種
　
蒔

い
た
人
程
　
噂
立
つ
　
　
　
　
　
　

昭
　

夫

一
悪
の
種
　

や
た
ら
に
目
立
つ
　
一
流
ど
こ
　
　
　

咲
　
子

一
豊
作
の
　
量
よ
り
味
の
　
種
に
替
え
　
　
　
　
　

正
　

一

一

飛
ば
さ
れ
て
　
生
命
は
ぐ
く
む
　

種
も
あ
る
　
　
年
　

栄

玉
松
海
水
浴
場
の
水
質
検

査
の
結
果
が
、
県
よ
り
発
表

さ
れ
、「
特
に
良
好
」
の
判
定

に
な
り
ま
し
た
。

7●カメラアイノ川柳北緯41°
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皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
お
手
伝
い

頑
張
る
保
健
協
力
員
を
よ
ろ
し
く
！

よ
う
や
く
夏
め
い
て
き
た
今

日
こ
の
ご
ろ
、
皆
さ
ん
元

気
に

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

り
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
整

え
る
た
め
、
最
も
身
近
で
活
動

し
て
く
れ
て
い
る
の
が
「
保
健

協
力
員
」

の
方
た
ち
で
す
。
昭

和
四
十
年
代
に
活
動
が
芽
ば
え
、

現
在
十
八
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
四
名
の
方
が
新
し

い
協
力
員
と
し
て

バ
ト
ン
タ

。

チ
さ
れ
、
熱
心
な
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

保
健
協
力
員
の
お
も
な
活
動

▼
各
種
検
診
受
診
の
す
す
め
と

申
し
込
み
の
と
り
ま
と
め
等

保
健
協
力
員
に
受
診
申
し
込

み
を
す
れ
ば
役
場
へ
伝
え
て
く

れ
ま
す
。
同
時
に
、
検
診
の
対

象
者
調
べ
も
行
い
ま
す
。
検
診

当
日
は
会
場
案
内
等
協
力
し
て

く
れ
ま
す
。

▼
健
康
に
関
す
る
学
習
会
や
研

修
会
へ
の
参
加
等

村
内
並
び
に
他
町
村
の
保
健

協
力
員
と
の
交
流
を
通
し
て
健

康
に
関
す
る
知
識
や
日
ご
ろ
の

活
動
の
お
り
方
を
学
ん
で
い
ま

す
。
▼
環
境
衛
生
面
で
の
活
動

防
疫
薬
剤
散
布
や
大
掃
除
・

家
庭
ゴ
ミ
の
出
し
方
等
に
つ
い

て
の
環
境
衛
生
指
導
を
行
い
ま

す
。
▼
健
康
を
高
め
る
集
会
等
へ
の

協
力
福
祉
と
健
康
ま
っ
り
や
健
康

を
語
る
夕
べ
（
共
同
保
健
計
画

会
議
）
等
の
開
催
に
あ
た
り
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な

立
場
か
ら
、
健
康
で
あ
る
事
の

大
切
さ
や
健
康
に
関
す
る
意
識

を
高
め
る
事
等
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
▼
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
の

活
動
村
で
は
、
年
々
赤
ち
ゃ
ん
の

出
生
か
減
っ
て
い
ま
す
。
数
少

な
い
村
の
子
ど
も
を
地
域
ぐ
る

み
で
育
て
て
い
く
た
め
の
お
手

伝
い
と
し
て
、
妊
婦
さ
ん
や
乳

幼
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
た
ち
の

子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
乳
幼

児
健
診
の
受
診
勧
奨
や
知
識
の

普
及
等
を
行
い
ま
す
。

▼
そ
の
他

地
域
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ

ん
の
声
を
行
政
に
伝
え
村
の
健

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
大
事
な

パ
イ
プ
役
も
務
め
て
い
ま
す
。

協
力
員
の
地
道
な
活
動
が
皆

さ
ん
を
陰
で
支
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
活
用
し
て

下
さ
い
。

蓬田村保健協力員名簿（敬称略）

中　　沢 坂本　隆子・坂本　弘子

長　　科 藤本　節子・坂本　貞子

阿弥陀川 青木　照子・青木ハルヨ

蓬　　田 宮田　キョ・室谷はるゑ

宮　　本 村上　幸江・兼平　玲子

郷　　沢 小野　弘子・高田　芳枝

瀬 辺 地 木村　薫子・山舘　澄子

広　　瀬 太田　昭子・福浦　紀子

高　　根 稲葉　勝代・小野寺てつゑ

保健コーナー● 8

平成９年度第１回保健協力員会議で委嘱状が交付さ

れました。今年度もよろしくお願いします。



お
年
寄
り
の
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
紹
介

第2回

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

思
い
も
よ
ら
ぬ
事
故
や
病
気

等
に
よ
り
、
寝
た
き
り
や
体
が

不
自
由
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。蓬
田
村
の
場
合
、
寝
た
き
り

と
な
っ
た
原
因
疾
患
の
一
位
が

脳
血
管
疾
患
、
二
位
が
腰
痛
・

関
節
痛
、
三
位
が
老
衰
、
四
位

が
老
人
性
痴
ほ
う
、
五
位
が
転

倒
骨
折
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
脳
卒
中
等
の
脳
血
管
疾

患
の
発
生
を
予
防
す
る
こ
と
は
、

村
の
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
を
減

ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
大
き
な

課
題
で
す
。

今
回
は
在
宅
介
護
の
充
実
を

め
ざ
し
て
実
施
し
て
い
る
老
人

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

用
具

の
種
類
と
対
象
者

病
院
で
リ
（

ビ
リ
を
重
ね
た

後
に
在
宅
と
な
っ
た
場
合
、
ま

ず
は
寝
起
き
を
楽
に
し
、
介
護

し
や
す
く
す
る
た
め
に
べ
。
卜

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て

じ
ょ
く
そ
う
　
　
　
ず

褥
瘡
（
床
擦
れ
）
が
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
エ
ア
ー
パ
ッ
ド
。

ペ
ッ
ト
か
ら
起
き
た
ら
、
歩
行

器
や
手
す
り
、
車
イ
ス
で
ト
イ

レ
へ
。
自
宅
の
浴
室
に
手
す
り

や
腰
か
け
を
設
置
し
、
浴
槽
の

出
入
り
を
安
全
に
、
介
護
も
し

や
す
く
す
る
入
浴
補
助
用
具
。

車
イ
ス
で
の
外
出
を
可
能
に
す

る
に
は
、
ス
ロ
ー
プ
で
玄
関
の

段
差
解
消
。

こ
の
よ
う
に
、
表
工
の
よ
う

な
さ
ま
ざ
ま
な
用
具
を
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
は
あ
っ

て
も
、
日
常
生
活
の
質
を
高
め

な
が
ら
、
介
護
者
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
お
お
む
ね
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
用
具
の
種
類
に

応
じ
て
、
利
用
対
象
者
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
一
人
暮
ら
し
や
二

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
増
加
に
伴

い
、
緊
急
通
報
装
置
（
福
祉
安

心
電
話
）
の
設
置
も
す
す
め
て

い
ま
す
。
現
在
四
十
台
設
置
さ

れ
、

緊

急

時

の

安

全

確

保

、

安

否

確

認

コ

ー

ル

、

相

談

等

に

利

用

さ

れ

て

い

ま

す

。

利
　

用
　

方
　

法

役

場

福

祉

課

に
申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

で

も

受

け

付

け

し

、

申

請

の

お

手

伝

い

を

し

ま

す

。

▼

蓬

田

村

役

場
　

福

祉

課

a
2
7－

２
工
工
工
（
内
線
２
３
３
）

▼

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蓬
生
園

昔
2
7
1
3
4

冖
０
广｛
‥｝

費
　

用
　

負
　

担

給

付

を

受

け

る

場

合

は

、

生

計

中

心

者

の

所

得

に

応

じ

た

費

用

負

担

が

あ

り

ま

す

。
（

表

２

参

照

）

数

種

類

の

用

具

を

組

み

合

わ

せ

て

給

付

を

受

け

る
場

合

で

も

利

用

者

負

担

額

は

同

額

で

す

。

貸
与
用
の
用
具
に
つ
い
て

村
で
は
貸
し
出
し
用
の
特
殊

寝
台
等
も
あ
り
、
無
料
で
貸
与

し
て
い
ま
す
。
希
望
の
場
合
は

役
場
福
祉
課
ま
で
連
絡
を
く
だ

さ
い
。

村
で
は
「
高
齢
者
等
住
宅
改
。

造
助
成
事
業
」
と
し

て
、
ト
イ

レ
や
浴
室
、
段
差
解
消
等
の
改

造
に
か
か
る
費
用
を
最
高
十
万

円
ま
で
助
成
す
る
制
度
を
平
成

八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回

で
紹
介
し
ま
す
。
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｢何かあ ったら、 このボタンを押して ね｣

ヘルパーと緊急通報装置の使い方を練習中です。

口表１　対象品目・対象者
区　 分 品　　 目 対　　 象　　 者

給　 付 特 殊寝台

お おむ ね65歳 以上 の ねた きり

の お年 寄り

マ ット レ ス

エ ア ーノマッド

体 位変 換器

腰掛便座(便器)

特 殊尿 器

入浴 補助 用 具
おおむね6識 以上の介護を要するお年寄

りであって入浴に介助を必要とする方

電 磁調 理器

おおむね65歳以上であって、心身機

能の低下に伴い防火などの配慮が必

要なひとり暮らしのお年寄りなど

歩 行支援 用 具
おお むね65歳以 上のお年 寄 り

であ って下肢 が不 自由な方

緊 急通 報装 置
お おむ ね65 歳 以 上 の ひ とり

暮 らし のお年 寄り など

痴ほう性老人は

いかい感知機器

おおむね6織肘 の舩 うのお年別 であっ

てはいかい特 う方娟 する膕 の世鞋

火 災警 報器 おおむね6識 以上の低所得のねた

きり､ひとり暮らしのお年寄りなど自動 消火 器

レ ン タル 車 いす
おおむね65歳以 上のお年 寄 り

であ って下肢 が不 自由な方

移動 用 リフ ト

おおむね65歳以 上の ねた きり

などのお年寄りを抱え る 介護

力の低下 した高 齢者世帯など

貸　　 与
老 人用電 話

おおむね65歳以上の低 所 得の

ひとり 暮らしのお年寄りなど

■表２　費用負担基準（平成５年７月から適用）

利用者世帯の階層区分 利用者負担額

Ａ
生活保護法による被保護世帯

(単給世帯を含む)
O円

Ｂ
生計中心者が前年所得税非課税

世帯
O円

Ｃ
生計中心者の前年所得税課税年

額が10,000円以下の世帯
16,300円

Ｄ 10,001円以上30,000円以下の世帯 28,400円

Ｅ 30,001円以上80,000円以下の世帯 42,800円

Ｆ 80,001円以上140,000円以下の世帯 52,400円

Ｇ 140,001円以上の世帯 全　額

家
庭
用
浴
室
に
、
手
す
り
・
シ
ャ
ワ
ー
シ
ー

ト
・
入
浴
台
を
取
り
付
け
た
例
で
す
。
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国

民

年

金

に

任

意

加
入

で

き
ま

す

国
民
年
金
に
適
用
さ
れ
な
い

人
の
う
ち
、
次
の
条
件
に
該
当

す
る
人
は
、
任
意
で
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
6
0歳
未
満
の
人
で
、
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
老
齢
（
退
職
）

年
金
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、

国
民
年
金
の
適
用
を
除
外
さ
れ

て
い
る
人
。

②
6
0歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
人
。

国
民
年
金
は
2
0歳
か
ら
6
0歳

ま
で
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
と
、
納
付
の
免
除
を
受
け
た

期
間
な
ど
を
合
わ
せ

て
原
則
と

し
て
2
5年
以
上

あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
が
、
6
0歳
に
な
っ
て
も
、

こ
の
期
間
に
不
足
し
て
い
た
り
、

資
格
は
満
た
し
て
い
る
が
、
よ

旦

局
額
の
年
金
を
受
け
た
い
と

い
う
人
は
任
意
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

③
6
5歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も

な
お
か
っ
、
最
低
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
せ

な
い
人
は
、
さ

ら
に
7
0歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、

受
給
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

の
間
、
引
き
続
き
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

容
　

（
内
線
　

２
３
６
）

扇

風

機

は

使

用

前

に

必

ず
点

検

を

そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す

る
季
節
。

安
全
に
使
う
た
め
、
十
分
な

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
羽
根

が
回
転
し

な
い
、
モ
ー
タ
ー
部

の
熱
、

ニ
オ
イ
、
音
な
ど
に
異

常
が
あ
っ
た
ら
、
次
の
チ

ェ
ッ

ク
を
。

①
プ
ラ
グ
が
抜
け
て
い
な
い
か

②
タ
イ
マ
ー
ツ
マ
ミ
が
「
切
」

に
な
っ
て
い
な
い
か

③
ガ
ー
ド
や
羽
根
の
取
り
付
け

が
緩
ん
で
い
な
い
か

④
ガ
ー
ド
が
変
形
し

て
い
な
い

か
　
　
　
　
　

な
ど
で
す
。

そ
れ
で
も
異
常
が
あ
れ
ば
、

発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ

い
。
再
使
用
の
際
に
は
、
必
ず

販
売
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お知らせ

放

送

大

学

第
２

学

期

学

生

募

集

放
送
大
学
青
森
地
域
学
習

セ

ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
９
年
度
第
２
学
期
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

※
放
送
大
学
は
、
生
涯
学
習
機

関
と
し
て
、
広
く
社
会
人
等
に

教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
大
学
で
す
。

▼
入
学
資
格

1
8歳
以
上
の
方
。

（
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
募
集
学
生
の
種
類

・
選
科
履
修
生

（
２

学
期
間
・
工
年
間
在
学
）

・
科
目
履
修
生

（
１
学
期
間
・
６
ヵ
月
間
在
学
）

語
学
、
心
理
学
、
健
康
科
学

な
ど
、
3
2
1
科
目
か
ら
選
択
し
て

履
修
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

平
成
９
年
７
月
1
5日
か
ら

８
月
1
5
日
ま
で
。

○
費
用
な
ど
詳
し
い
資
料
の
お

問
い
合
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま

で・
放
送
大
学

青
森
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
０
３
６

弘
前
市
本
町
工
２
６
ｊ
ｌ

ａ

０
１
７
２
－
3
8－
0
5
0
0

（
月
曜
日
、
祝
日
は
休
館
日
）

建
設
業
で
働

く

み
な
さ
ん
へ

建
設
業
で
働
く
労
働
者
の
た

め
に
、
国
で
作
っ
た
「
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
」
（
略
称
け

ん
た
い
き
ょ
う
）
を
ご
存
じ
で

す
か
？
こ
の
制
度
は
、
一
般
の
退
職

金
制
度
と
は
異
な
り
建
設
業
界

で
働
く
限
り
、
事
業
所
を
変
え

て
も
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
、

就
労
し
た
期
間
全
部
を
通
算
し

て
退
職
金
を
支
払
い
ま
す
。

ま
た
、
制
度
に
加
入
し
て
い

る
事
業
所
に
対
し
て
、
労
働
者

住
宅
等
の
福
祉
施
設
を
設
置
す

る
た
め
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま

す
。
【
お
問
い
合
せ
先
】

け
ん
　
　たい
　き
ょ
う

建
　
退
　
共
　
青
森
県
支
部

a
0
1
7
7
－
2
2－

７
６
↑
上
工

お知らせ情報局● 10

１日260 円の掛金で退職金は次のとおり となります。

年数 退職金額 年数 退職金額

２年

５年

10年

15年

20年

131,040円

382,758円

1,006,244円

1,872,092円

2,958,870円

25年

30年

35年

37年

4,413,140円

6,359,620円

8,963,876円

10,237,478円

＊この早見表は、掛金納付252 日分を１年と

換算して計算した退職金額です。

情
報
局

回転するときに

異常な音がする



蓬
田
村
職
員
を
募
集
し
ま
す

応
募
書
類

試
験
科
目
及

び
試
験
日

応
募
条
件
等

募
集
人
員

①
受
験
願
書
②
履
歴
書
（
自
筆
、
写
真
貼
付
）
③
最
終

学
校
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書
の
写
し
（
卒
業
見

込
み
の
方
は
そ
の
証
明
書
）
④
最
終
学
校
の
成
績
証
明

書
⑤
健
康
診
断
書
⑥
身
上
申
告
書
⑦
住
民
票
謄
本
ま
た

は
戸
籍
謄
本

以
上
各
一
通
を
提
出

※
①
と
⑥
は
役
場
総
務
課
に
備
え
っ
け
て
あ
り
ま
す

▼
一
次
試
験

・
教
養
試
験
、
事
務
適
性

検
査
、
ク
レ
ペ
リ
ン
検
査

・
平
成
九
年
九
月
二
十
一

▼
二
次
試
験
（
作
文
・
面
接
）

・
一
次
合
格
者
に
後
日
連

絡
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
高
等
学
校
卒
業
と
同

程
度
の
資
格
を
有
す
る
方
。

（
平
成
十
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
方
を
含
む
）

住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
　
　
　

名

一
般
行
政
職
員
（
初
級
）

▼
一
次
試
験

・
教
養
試
験
、
専
門
試
験

・
平
成
九
年
九
月
二
十
一

▼
二
次
試
験
（
作
文
・
面
接
）

・
一
次
合
格
者
に
後
日
連

絡
昭
和
四
十
五
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
免

許
所
持
者
ま
た
は
、
平
成

十
年
三
月
卒
業
で
免
許
取

得
見
込
み
の
方
。

住
所
は
問
い
ま
せ
ん
。

一
　
　
　

名

保
　

健
　

婦
（
中
級
）

採
用
年
月
日
　

平
成
十
年
四
月

一
日
（
予
定
）

願
書
は
、
八
月
十
三
日
ま
で
役
場
総
務
課
で
受
け
付

け
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
）

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
せ
は
、
蓬
田
村
役
場
　

総
務
課
ま
で

ａ
ｏ
↓

７
４
－
2
7－

２
↓

１
１

（
内
線
　

２
２
２
・
２
２
３
）

テレホンガイド

役　　　 場　27-2111　　 保　育　所　　　27-2180

教育委員会　31 -3200　　 幼　稚　園　　　27-2042

FAX　31-3201 小　学　校　　　27-2069

中央公民館　27-2076　　 中　学　校　　　27-2038

ト レ セ ン　27-3010　　 社会福祉協議会　27-2828

野　球　場　27-3090　　　　　　　　　　　　27-2077

よもぎ温泉　27-2170

８　AUGUST

日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10ｎ 12 13 皿 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

8月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時間 担　　　当

３ 日 玉松海まっり 玉 松 海 水 浴 場 10 : 30観　光　協　会

４・５ 月・火 総合検（健）診 ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 6:00 福　　祉　　課

４ 月 書道教室 中　央　公　民　館 1.3:30 中 央 公 民 館

５ 火 陶芸教室 // 9:00 //

７・８ 木・金 複合検（健）診 ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 6:00 福　　祉　　課

10～12 日～火 県子ども会リーダー研修会 小川 原 湖青年 の 家 中 央 公 民 館
ｎ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 //

12 火 陶芸教室 // ９二00 //

// // あおもりＵターンフェア ホ　テ　ル　青　森 13 : 00住　　民　　課

14 木 成人式 中　央　公　民　 館 10 : 00社 会 教 育 課

17 日 村民野球大会 ス ポ ー ツ ガ ー デ ン野 球 場 8:00 体　育　協　会

18 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

19 火 陶芸教室 // 9:00 //

20 水 慰霊祭 玉　　　 松　　　 台 10 : 30福　　祉　　課

21 木 高齢者視察研修 弘　　　 前　　　 市 中 央 公 民 館

23～24 土～日 第52回県民体育大会 八　　　 戸　　　 市 体　育　協　会

24 日 よもぎた牧場まつり 村　　営　　牧　　場 10 : 00農 林 水 産 課

25 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

26 火 陶芸教室 // 9:00 //

11　●行事予定表



広報よもぎた

祝
囲
碁
全
国
大
会
出
場
！

・
世
界
ア
マ
囲
碁
選
手
権
大
会

・
囲
碁
全
国
支
部
対
抗
戦

県
内
の
棋
界
で
活
躍
中
の
、

坂
本
孝
則
五
段
（
阿
弥
陀
川
）

が
、
囲
碁
で
二

つ
の
県
代
表
の

座
を
射
止
め
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
行
わ
れ
た
、

世
界
ア
マ
囲
碁
選
手
権
県
予
選

（
出
場
二
十
人
）
で
、
た
だ
一

人
五
戦
全
勝
し
て
優
勝
。

ま
た
、
七
月
六
日
開
催
の
第

八
回
囲
碁
全
国
支
部
対
抗
戦
県

予
選
で
、
青
森
南
支
部
チ
ー
ム

言
一
人
）
の
中
堅
と
し
て
出
場

し
、
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
、
九
月
二
十
日

か
ら
日
本
棋
院
（
東
京
）
で
開

催
さ
れ
る
世
界
ア
マ
全
国
大
会
。

十
月
十
九
日
か
ら
同
じ
く
日
本

棋
院
で
の
全
国
支
部
対
抗
戦
県

代
表
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し

ま
す
。
坂
本
さ
ん
は
、
両
大
会
に
向

け
て
の
抱
負
を
次
の
よ
う
に
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
是
非
、
全
国
大
会
で
優
勝
し
、

日
本
代
表

に
な
り
、
世
界
大
会

へ
出
場
し
た
い
」

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

み
～
つ
け
た

1

0

9

9
7
年
３
月
号
で
紹
介
し
た
、
漫
画
家
の
武
井
宏
之
さ
ん
（
蓬
田
出
身
）
の

コ
ミ
ッ
ク
版
が
７
月
４
日
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
「
仏

ゾ
ー
ン
①
」

で
す
。
週
刊
漫
画
雑
誌

の
連
載

が
終
了
し

、

現
在
、
新
作

に
取
り
組
ん

で
い

る
そ
う
で
す
。

ま
た
弟
の
宏
文

さ
ん
も
連
載
中

で
あ
り
、
村
出

身
始

め

て
の
漫
画

家
兄

弟

に
声
援

を
送

り
ま
し

ょ
う
。

み～つけた／戸籍の窓口● 12

戸 籍 の

窓　　　囗

人口と総世帯

（６月30日現在）

総人口　3,774人

男　　1,797人

女　　1,977人

世帯数　1,090世帯

６月受付分

お誕生おめでとうございます

武井　創希（清隆　里美　　長男

ご結婚おめでとうございます

坂本　 一高（長　　　 科）

川浪　 真澄（五所川原市）

おくやみ申し上げます

田村　ハギ（中　　沢　89歳）

八戸　みっ（阿弥陀川　91歳）

八幡鷁三郎（高　　根　79歳）

飯田　常雄（瀬 辺 地　76歳）

編

集

後

記

夏

が
来
る
と
暑
い

暑
い
か
ら
と
言

っ
て

ゴ

ロ
ゴ

ロ
し

て
い
る
と

ナ
マ
ケ
モ
ノ
に
な
っ
て
し

ま
う

ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
？

解
決
策
は
あ
る
か
！

涼
し
い
所
に
行

け
ば
よ
い

そ
れ
は
ど
こ
だ
ろ
う
？

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
う
ち
に

暑

さ
も
忘
れ
る

⑩
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